
令和７年３月 

各    位 

ＮＮｅｅｗｗｓｓ  ＲＲｅｅｌｌｅｅａａｓｓｅｅ 

  

  

公益財団法人 明治安田クオリティオブライフ文化財団 （１９９１年６月設立・

理事長 関口憲一）では、地域の伝統文化（民俗芸能および民俗技術）の継承、特に後

継者の育成を支援するため、昨年１０月から令和７年度 『地域の伝統文化保存維持費

用助成』 制度の助成対象候補を公募してまいりました。このたび応募１７４件の選考

を終えて５７件の助成対象を決定し、助成金目録の贈呈を行なうこととなりましたの

で、ここにお知らせいたします。 

なお、今回の決定を含めた本制度による助成件数の累計は、当財団設立以来 

１,５１８件になります。 

【お問い合わせ先】

公益財団法人明治安田クオリティオブライフ文化財団 

〒１６３－０６３３ 

  東京都新宿区西新宿１－２５－１ 

   新宿センタービル３３階 

TEL.０３－３３４９－６１９４

FAX.０３－３３４５－６３８８

「「公公益益財財団団法法人人   明明治治安安田田ククオオリリテティィオオブブラライイフフ文文化化財財団団」」

令令和和７７年年度度

  地地域域のの伝伝統統文文化化分分野野  助助成成対対象象先先をを決決定定  
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記 

１．公募方法と公募期間

 都道府県の教育委員会または知事部局の担当課を推薦窓口とする公募を、令和

６年１０月から令和７年１月３１日まで行ない、１７４件の申込みを受け付けた。 

２．助成対象

(１) 地域の民俗芸能（民俗行事・民俗音楽を含む）の継承、特に後継者育成のため

の助成。

(２) 地域の民俗技術（伝統的製作技術・衣食住に関わる生活技術・伝統工芸を含

む）の継承、特に後継者育成のための助成。

３．助成対象者の決定

 選考委員会における選考審査（２月２０日）を経た後、理事会（３月６日）の

承認を得て決定。

   【伝統文化分野選考委員】(敬称略) 
委員長 星 野 紘 全日本郷土芸能協会理事長

委  員  神 野 善 治 武蔵野美術大学名誉教授

〃 齊 藤 裕 嗣 國學院大學兼任講師

〃 田 中 宣  一 成城大学名誉教授

〃 茂 木  栄 國學院大學名誉教授

〃 山 内 彰  当財団元理事

４．助成決定件数・助成金額

（１）令和７年度 部門区分別 助成決定件数・金額

部 門 申込件数 決定件数 助成金額

民俗芸能 １６７件 ５２件 ２，１３５万円

民俗技術 ７件    ５件 １６５万円

合 計 １７４件 ５７件 ２，３００万円

(注)都道府県別の助成対象および金額等は、３～８頁(民俗芸能の部および 

    民俗技術の部)をご参照願います。 
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  令令和和７７年年度度  地地域域のの伝伝統統文文化化  助助成成対対象象

１１．．民民俗俗芸芸能能のの部部  ((民民俗俗行行事事･･民民俗俗音音楽楽をを含含むむ））   ５２件　２,１３５万円

（敬称略）

地域 助成額
（万円)

申込団体または個人
活動の概要

助成目的

フリガナ

伝承行事･芸能･技術の名称

下賀老獅子保存会
北海道 ｼﾓｶﾞﾛｳｼｼﾎｿﾞﾝｶｲ 大正10年創始の獅子舞。戦時中2年間中断,昭和20年復活。平成に入り中

断,令和5年20年振りに再開。目名八幡神社秋祭に奉納。派手な動きと時
折観客を笑いの渦に惹き込む獅子舞

道具購入費（衣装を除く）　

4400

下賀老獅子舞

江差餅つき囃子保存会
北海道 ｴｻｼﾓﾁﾂｷﾊﾞﾔｼﾎｿﾞﾝｶｲ

道具購入費（衣装を除く）

2200

江差餅つき囃子

羽幌町　加賀獅子保存会
北海道 ﾊﾎﾞﾛﾁｮｳ ｶｶﾞｼｼﾎｿﾞﾝｶｲ

道具購入費

5500

羽幌町加賀獅子舞

百目木　神楽会
青森県 ﾄﾞﾒｷ ｶｸﾞﾗｶｲ

道具購入費

4455

百目木神楽

白糠婦人会
青森県 ｼﾗﾇｶﾌｼﾞﾝｶｲ 南部地方から伝わった手踊り「七福神楽」「大黒舞」。大正期に衰退,婦人

会により復興。七福神舞は祝事に無病息災を祈願し舞う。大黒舞は航海
安全・大漁追福を願い小正月に門付けして回る舞

衣装購入費

5500

七福神舞、大黒舞

宮手鹿踊保存会
岩手県 ﾐﾔﾃﾞｼｼｵﾄﾞﾘﾎｿﾞﾝｶｲ 平安後期創始の鹿踊。度々中断,明治29年復活。蜂神社夏祭に奉納。紫

波郡内で数少ない,獅子が幕を広げて踊る「幕踊系」鹿踊。門付けも継承

道具購入費

5500

宮手鹿踊

臼澤鹿子踊保存会
岩手県 ｳｽｻﾞﾜｼｼｵﾄﾞﾘﾎｿﾞﾝｶｲ

道具購入費

6600

臼澤鹿子踊

真坂鹿踊保存会
宮城県 ﾏｻｶｼｼｵﾄﾞﾘﾎｿﾞﾝｶｲ

道具購入費

5500

一迫町鹿踊

金浦神楽保存会
秋田県 ｺﾉｳﾗｶｸﾞﾗﾎｿﾞﾝｶｲ 江戸末期創始の黒川神楽が昭和15年伝わった金浦神楽。金浦山神社春

祭に奉納。鉢巻・化粧まわし姿の小中高生が激しく動きながら手首を回し
太鼓を背面打ちするのが特徴。4演目継承

道具修繕費

6600

金浦神楽

吹浦田楽保存会
山形県 ﾌｸﾗﾃﾞﾝｶﾞｸﾎｿﾞﾝｶｲ 鎌倉期創始の田楽舞。明治元年から社家が継承,戦後衰退,昭和42年保

存会結成し再興。鳥海山大物忌神社春祭に奉納。舞7曲継承。花笠舞は
終りに舞台から投げる花笠を観衆が激しく奪い合う

花笠製作費

2200

吹浦田楽舞

松川神楽保存会
福島県 ﾏﾂｶﾜｶｸﾞﾗﾎｿﾞﾝｶｲ 江戸中期創始の「宇多郷の神楽」の一つ。昭和40年中断,昭和57年保存

会結成し復活。大雷神社春秋祭・夕顔観音春祭に奉納。震災後,他に先
駆け復活。当保存会は早くから女性へ門戸を開放

道具購入費（衣装を除く）

3300

松川神楽

33

令和７年度 地域の伝統文化 助成対象

１．民俗芸能の部 (民俗行事･民俗音楽を含む） ５２件　２,１３５万円

（敬称略）

地域 助成額
（万円)

申込団体または個人

活動の概要

助成目的

フリガナ

伝承行事･芸能･技術の名称

下賀老獅子保存会
北海道 ｼﾓｶﾞﾛｳｼｼﾎｿﾞﾝｶｲ T10年創始の獅子舞。戦時中2年間中断,S20年復活。平成に入り中断,R5

年20年振りに再開。目名八幡神社秋祭に奉納。派手な動きと時折観客を
笑いの渦に惹き込む獅子舞

道具購入費

40

下賀老獅子舞

江差餅つき囃子保存会
北海道 ｴｻｼﾓﾁﾂｷﾊﾔｼﾎｿﾞﾝｶｲ

道具購入費

20

江差餅つき囃子

羽幌町　加賀獅子保存会
北海道 ﾊﾎﾞﾛﾁｮｳ ｶｶﾞｼｼﾎｿﾞﾝｶｲ

道具購入費

50

羽幌町加賀獅子舞

百目木　神楽会
青森県 ﾄﾞﾒｷ ｶｸﾞﾗｶｲ

道具購入費

45

百目木神楽

白糠婦人会
青森県 ｼﾗﾇｶﾌｼﾞﾝｶｲ 南部地方から伝わった手踊り「七福神楽」「大黒舞」。大正期に衰退,婦人

会により復興。七福神舞は祝事に無病息災を祈願し舞う。大黒舞は航海
安全・大漁追福を願い小正月に門付けして回る舞

衣装購入費

50

七福神舞、大黒舞

宮出鹿踊保存会
岩手県 ﾐﾔﾃﾞｼｼｵﾄﾘﾞﾎｿﾞﾝｶｲ 平安後期創始の鹿踊。度々中断,M29年復活。蜂神社夏祭に奉納。紫波

郡内で数少ない,獅子が幕を広げて踊る「幕踊系」鹿踊。門付けも継承

道具購入費

50

宮手鹿踊

臼澤鹿子踊保存会
岩手県 ｳｽｻﾜｼｶｺｵﾄﾞﾘﾎｿﾞﾝｶｲ

道具購入費

60

臼澤獅子踊

真坂鹿踊保存会
宮城県 ﾏｻｶｼｼｵﾄﾞﾘﾎｿﾞﾝｶｲ 慶長2 1597）創始の鹿踊り。藩政期,伊達家が保護 育成。S26年保存会

結成。8
頭と

道具購入費

50

一迫町鹿踊

金浦神楽保存会
秋田県 ｺﾉｳﾗｶｸﾞﾗﾎｿﾞﾝｶｲ 江戸末期創始の黒川神楽がS15年伝わった金浦神楽。金浦山神社春祭

に奉納。鉢巻・化粧まわし姿の小中高生が激しく動きながら手首を回し太
鼓を背面打ちするのが特徴。4演目継承

道具修繕費

60

金浦神楽

吹浦田楽保存会
山形県 ﾌｸﾗﾃﾞﾝｶﾞｸﾎｿﾞﾝｶｲ 鎌倉期創始の田楽舞。明治元年から社家が継承,戦後衰退,S42年保存会

結成し再興。鳥海山大物忌神社春祭に奉納。舞7曲継承。花笠舞は終り
に舞台から投げる花笠を観衆が激しく奪い合う

花笠製作費

20

吹浦田楽舞

松川神楽保存会
福島県 ﾏﾂｶﾜｶｸﾞﾗﾎｿﾞﾝｶｲ 江戸中期創始の「宇多郷の神楽」の一つ。S40年中断,S57年保存会結成し

復活。大雷神社春秋祭・夕顔観音春祭に奉納。震災後,他に先駆け復活。
当保存会は早くから女性へ門戸を開放

道具購入費

30

松川神楽

3
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江戸後期～明治初期創始の餅つき囃子。縁起の良い唄で始まり,笛・太鼓
・三味線で演奏。江差追分会館出演の他,祝事に招かれ披露。唄の中のｱ
ｲﾔ節は熊本県牛深のｱｲﾔ節から派生,その北限とされる

大正11年石川県出身者が始めた加賀獅子｡昭和28年中断,昭和49年保存
会結成し復活｡羽幌神社夏祭に奉納｡大きな角の獅子頭･棒振りは尾張獅
子系｡神輿渡御に加賀獅子･奴振り･女神輿･子供神輿･ｵﾛﾛﾝ太鼓を従う

寛永年間（1624～44）創始の鹿踊。小槌神社秋祭に奉納。お旅所・門打ち
でも舞う。元旦及び6月小槌神社奥宮にも奉納。43舞継承。ﾄﾞﾛの木を薄く
削ったｶﾝﾅｶﾞﾗを纏い,太鼓に合わせ荒々しく激しく踊る

慶長2年（1597）創始の鹿踊り。藩政期,伊達家が保護・育成。昭和26年保
存会結成。8人で踊り「八ﾂ鹿踊り」と呼ばれる。長いｻｻﾗを腰に差し木彫の
鹿の頭と本物の鹿の角を付け鹿の姿を真似て勇壮に踊る

江戸前期創始の山伏神楽。一時衰退,令和5年20年振りに2頭の獅子頭に
よる権現舞が復活。八幡神社例祭に権現舞を奉納。2頭の獅子頭による権
現舞が特徴



地域 助成額
（万円)

申込団体または個人
活動の概要

助成目的

フリガナ

伝承行事･芸能･技術の名称

櫻塚おはやし保存会
茨城県 ｻｸﾗﾂｶｵﾊﾔｼﾎｿﾞﾝｶｲ 江戸中期創始の祇園囃子。明治期に大杉信仰と祇園祭礼が融合し12曲

の祇園囃子を確立。関本神社夏祭に奉納。昭和30年代に「おはやし保存
会」が組織され,現在では6つの集落を母体とする6保存会が継承

道具購入費（衣装を除く）

4400

関本祇園囃子

長沼八幡宮永代太太神楽
保存会

栃木県 ﾅｶﾞﾇﾏﾊﾁﾏﾝｸﾞｳｴｲﾀﾞｲﾀﾞｲﾀﾞｲｶｸ 嘉永2年（1849）創始の太太神楽。絶えず継承。昭和52年保存会結成。長
沼八幡宮春祭に奉納。地元中学校学校祭に生徒のみで神楽を奉納

衣装購入費

5555

長沼八幡宮永代太太神楽

椿名神社太々神楽保存会
群馬県 ﾂﾊﾞｷﾅｼﾞﾝｼﾞｬﾀﾞｲﾀﾞｲｶｸﾞﾗﾎｿﾞﾝ 大正6年創始の里神楽。椿名神社春秋祭に奉納。9舞継承。着面し御幣・

矛・剣・小槌・扇・鈴を手に持ち,笛・大太鼓・小太鼓に合わせ踊る黙劇。神
話を題材に五穀豊穣・商売繁盛を願う庶民性が特徴

道具購入修繕費

1155

椿名神社太々神楽

長野ささら獅子舞保存会
埼玉県 ﾅｶﾞﾉｻｻﾗｼｼﾏｲﾎｿﾞﾝｶｲ

道具衣装購入費

6600

長野ささら獅子舞

下名栗諏訪神社獅子舞保
存会

埼玉県 ｼﾓﾅｸﾞﾘｽﾜｼﾞﾝｼﾞｬｼｼﾏｲﾎｿﾞﾝｶｲ

道具修理費

6600

下名栗諏訪神社の獅子舞

村上神楽保存会
千葉県 ﾑﾗｶﾐｶｸﾞﾗﾎｿﾞﾝｶｲ

道具購入費

3355

村上の神楽

榮町囃子連
東京都 ｻｶｴﾁｮｳﾊﾔｼﾚﾝ 大正6年引田地域より指導を受け始めた神田流囃子｡阿伎留神社の秋祭･

水無月祭･元旦祭に奉納｡6曲継承,うち2曲は発祥元から学び近年復活｡
昭和12年以来,例大祭では神社神輿の宮出し囃子を担当,神楽殿で演奏

道具修理費

4400

神田流囃子

曽我別所祭保存会
神奈川
県

ｿｶﾞﾍﾞｯｼｮﾏﾂﾘﾎｿﾞﾝｶｲ 江戸期創始,宗我神社秋祭に山車5基が祭囃子を競演し奉納。4年に1度,
神社の本神輿が曽我の郷を巡行。当地の山車が2体の高砂(老爺・老婆)を
飾る。当地の囃子は小田原囃子の一つ

道具購入費

3300

宗我神社祭礼の山車と囃子

菊名のあめや踊り保存会
神奈川
県

ｷｸﾅﾉｱﾒﾔｵﾄﾞﾘﾎｿﾞﾝｶｲ

道具購入費

5500

菊名のあめや踊り

若宮八幡宮御神楽保存会
新潟県 ﾜｶﾐﾔﾊﾁﾏﾝｸﾞｳｵｶｸﾞﾗﾎｿﾞﾝｶｲ

衣装購入費

5500

若宮八幡宮神楽舞

稗田伝統文化保存会
富山県 ﾋｴﾀﾞﾃﾞﾝﾄｳﾌﾞﾝｶﾎｿﾞﾝｶｲ 明治25年創始の祭礼。稗田神社春祭に獅子舞,秋祭に神輿を奉納。射水

型と氷見型の2台の神輿を保有し2種類の舞を行う。12演目継承。神輿が
火の中を走り抜ける「火渡り神事」が令和元年,46年振りに復活

衣装購入費

3355

稗田神社の神輿巡行と火渡

本町三丁目獅子舞保存会
石川県 ﾎﾝﾏﾁｻﾝﾁｮｳﾒｼｼﾏｲﾎｿﾞﾝｶｲ 江戸末期創始の加賀獅子。2年に1度,本町地区の秋祭に奉納。白獅子・

赤獅子の2頭を武器を持つ2人の「棒振り」が退治する勇壮な「殺し獅子」が
特徴。白獅子は慶応2年（1866）作。市内5地区の獅子舞団体の一つ

道具購入費

6600

本町三丁目の獅子舞

44

令和７年度 地域の伝統文化 助成対象

１．民俗芸能の部 (民俗行事･民俗音楽を含む）  ５２件　２,１３５万円

（敬称略）

地域 助成額
（万円)

申込団体または個人

活動の概要

助成目的

フリガナ

伝承行事･芸能･技術の名称

下賀老獅子保存会
北海道 ｼﾓｶﾞﾛｳｼｼﾎｿﾞﾝｶｲ T10年創始の獅子舞。戦時中2年間中断,S20年復活。平成に入り中断,R5

年20年振りに再開。目名八幡神社秋祭に奉納。派手な動きと時折観客を
笑いの渦に惹き込む獅子舞

道具購入費

40

江差餅つき囃子保存会
北海道 ｴｻｼﾓﾁﾂｷﾊﾔｼﾎｿﾞﾝｶｲ 初 子 い歌で始まり,笛ｄｚ・太鼓

ﾔ節は

道具購入費

20

江差餅つき囃子

羽幌町　加賀獅子保存会
北海道 ﾊﾎﾞﾛﾁｮｳ ｶｶﾞｼｼﾎｿﾞﾝｶｲ T11年石川県出身者が始めた加賀獅子。S28年中断,S49年保存会結成し

復活。羽幌神社夏祭に奉納。大きな角の獅子頭・棒振りは尾張獅子系。神
輿渡御に加賀獅子・奴踊・女神輿・子供神輿・ｵﾛﾛﾝ太鼓を従う

道具購入費

50

羽幌町加賀獅子舞

百目木　神楽会
青森県 ﾄﾞﾒｷ ｶｸﾞﾗｶｲ

道具購入費

45

百目木神楽

白糠婦人会
青森県 ｼ ﾌｼﾞﾝｶｲ

衣装購入費

50

七福神舞、大黒舞

宮出鹿踊保存会
岩手県 ﾐﾔﾃﾞｼｼｵﾄﾘﾞﾎｿﾞﾝｶｲ

道具購入費

50

宮手鹿踊

臼澤鹿子踊保存会
岩手県 ｳｽｻﾜｼｶｺｵﾄﾞﾘﾎｿﾞﾝｶｲ 寛永年間（(1624～43）創始の鹿踊。小槌神社秋祭に奉納。御旅所・門打

道具購入費臼澤獅子踊

真坂鹿踊保存会
宮城県 ﾏｻｶｼｼｵﾄﾞﾘﾎｿﾞﾝｶｲ

頭と本物の鹿の角を付け鹿の姿を真似て勇壮に踊る

道具購入費

50

一迫町鹿踊

金浦神楽保存会
秋田県 ｺﾉｳﾗｶｸﾞﾗﾎｿﾞﾝｶｲ

道具修繕費

60

金浦神楽

吹浦田楽保存会
山形県 ﾌｸﾗﾃﾞﾝｶﾞｸﾎｿﾞﾝｶｲ

花笠製作費

20

吹浦田楽舞

松川神楽保存会
福島県 ﾏﾂｶﾜｶｸﾞﾗﾎｿﾞﾝｶｲ 江戸中期創始の「宇多郷の の一つ。S40年中断,S57年保存会結成し

道具購入費

30

松川神楽

3

−4−

正徳3年（1713）創始の1人立ち3匹獅子舞。久伊豆神社秋祭に奉納。戦後
中断,昭和55年保存会結成し復活。鐘巻等4演目継承。県内最古の「竜頭
獅子」の獅子頭につける5色の色紙は、演舞後お札とされる

江戸後期に当地に伝えられた1人立ち3匹獅子舞。諏訪神社夏祭に奉納。
6演目継承。最後の演目「白刃の舞」が有名,長刀を持つ二人が獅子と組
み勇壮に舞う

織豊期創始の神楽。七百餘所神社の1月･10月祭礼に豊作祈願・感謝を
込めて奉納。当初の12座中9舞を継承。天正11年(1583)記銘の鞨鼓を保
有。1月祭礼では市内唯一の「湯立て神事」を行なう

江戸末期創始のあめや踊り｡平成元年衰退,平成20年地元上演を復活｡白
山神社秋祭に奉納｡歌舞伎･地狂言を取入れた芝居物の「段物」3演目と,
踊り中心の「手踊り」4演目を継承｡県内では菊名のあめや踊りのみ

宝暦年間(1751～64）創始の太々神楽。若宮八幡宮秋祭に奉納。32面の
神楽面と26座の舞を継承。舞数の多さと出雲神楽と伊勢神楽の要素が混
然とした形態は全国的にも稀少。令和4年,130周年大祭を斎行



地域 助成額
（万円)

申込団体または個人
活動の概要

助成目的

フリガナ

伝承行事･芸能･技術の名称

馬鹿ばやし保存会
福井県 ﾊﾞｶﾊﾞﾔｼﾎｿﾞﾝｶｲ 戦国期起源の祭囃子。火産霊神社春祭に奉納。着面の役者が笛・小太鼓

・鉦の囃子に合わせ太鼓を打ちゆったりと舞う。5年・10年毎の大祭には山
車を巡行。継承する37面中に平泉寺の出目作・春日作あり

道具購入費

5555

馬鹿ばやし

大豆島神楽保存会
長野県 ﾏﾒｼﾞﾏｶｸﾞﾗﾎｿﾞﾝｶｲ

道具購入費

2200

更級神明大神社太々神楽

上広瀬金蔵獅子保存会
岐阜県 ｶﾐﾋﾛｾｷﾝｿﾞｳｼﾞｼﾎｿﾞﾝｶｲ 織豊期に伝わった金蔵獅子。諏訪神社・加茂神社秋祭に奉納。広瀬町・

上広瀬・金桶の3地区で継承。笛・太鼓・摺鉦に合わせ獅子（二人舞）と金
蔵・おかめが踊る。男神・女神が協力し獅子退治を行う

道具購入費

2200

金蔵獅子

横岡八幡神社神楽保存会
静岡県 ﾖｺｵｶﾊﾁﾏﾝｼﾞﾝｼﾞｬｶｸﾞﾗﾎｿﾞﾝｶｲ 室町中期創始の神楽「四方の舞」。毎年10月の2日間,横岡八幡神社に奉

納。烏帽子・直垂・緋袴姿の男児による神楽舞と,二人一組の天冠・直垂・
緋袴姿の女児による巫女舞。男児が舞う里神楽は全国的にも希少

衣装購入費

2255

横岡八幡神社の神楽

印内祭礼保存会
愛知県 ｲﾅｲｻｲﾚｲﾎｿﾞﾝｶｲ

道具購入費

3300

桜井神社の祭礼

大池組
愛知県 ｵｵｲｹｸﾞﾐ 安政元年（1854）創始の祭礼。昭和23年山車を創建。神明神社春祭に地

区3組（大池・上村・平田）がそれぞれ山車を曳行,からくり人形・三番叟・お
囃子を奉納。山車・大太鼓は町指定有形文化財

道具購入費

1111

布土区祭礼

大溝祭龍組曳山保存会
滋賀県 ｵｵﾐｿﾞﾏﾂﾘﾘｮｳｸﾞﾐﾋｷﾔﾏﾎｿﾞﾝｶｲ 元和5年（1619）創始の曳山祭。日吉神社春祭に奉納。山車5基の上で子

供が大太鼓・小太鼓・鉦・篠笛を演奏。会員（町内住民）減少に備え,早期
から女子の参加・組外からの囃子方導入を実施

道具購入費

3300

大溝祭曳山のお囃子

伊根町　本庄上区
京都府 ｲﾈﾁｮｳ ﾎﾝｼﾞｮｳｱｹﾞｸ 江戸後期創始の祭礼行事。戦時中から昭和45年まで中断。宇良神社夏

祭に棒振り・小太刀・太刀振り・花の踊りを奉納。本庄地区の3地区（上・宇
治・浜）が継承。旧来の太刀飾り・造花・御幣の手作りの手順を維持

道具購入費

3377

本庄上太刀振り

片江青年会
大阪府 ｶﾀｴｾｲﾈﾝｶｲ 明治30年創始の生野区のだんじり。地車4台保有。清見原神社夏・秋祭に

奉納。生野まつり・地車in大阪城に参加

道具購入費

3355

生野のだんじり（囃子）

出屋敷町地車保存会
大阪府 ﾃﾞﾔｼｷﾁｮｳｼﾞｸﾞﾙﾏﾎｿﾞﾝｶｲ 天明5年（1785）以前創始の泉大津・濱八町のだんじり祭。大津神社秋祭

に8町（濱八町）がだんじり曳行。だんじり同士がぶつかり合う「かちあい」は
濱八町のみ。当町独特の太鼓の叩き方「七段返し」は中国人の指導

道具購入費

4400

濱八町のだんじり（囃子）

仲之町地車保存会（仲之
町世話人会）

大阪府 ﾅｶﾉﾁｮｳｼﾞｸﾙﾏﾎｿﾞﾝｶｲ(ﾅｶﾉﾁｮｳｾ 江戸後期創始の仲之町だんじり祭。忠岡神社春秋祭に奉納。仲之町では
祭礼の宵宮午前中に幼児曳行を実施。現在の地車は平成3年製作の四
代目

道具購入費

3344

仲之町のだんじり（囃子）

東羽衣地車奉賛会
大阪府 ﾋｶﾞｼﾊｺﾞﾛﾓｼﾞｸﾞﾙﾏﾎｳｻﾝｶｲ 昭和50年代創始の高石だんじり祭。明治20年製作の地車を保有。大鳥大

社分社の羽衣濱神社秋祭に奉納。高石市史に『江戸期に神社へ地車宮
入』の記載あり

道具購入費

88

高石だんじり（囃子）

55

令和７年度 地域の伝統文化 助成対象

１．民俗芸能の部 (民俗行事･民俗音楽を含む）  ５２件　２,１３５万円

（敬称略）

地域 助成額
（万円)

申込団体または個人

活動の概要

助成目的

フリガナ

伝承行事･芸能･技術の名称

下賀老獅子保存会
北海道 ｼﾓｶﾞﾛｳｼｼﾎｿﾞﾝｶｲ T10年創始の獅子舞。戦時中2年間中断,S20年復活。平成に入り中断,R5

年20年振りに再開。目名八幡神社秋祭に奉納。派手な動きと時折観客を
笑いの渦に惹き込む獅子舞

道具購入費

40

江差餅つき囃子保存会
北海道 ｴｻｼﾓﾁﾂｷﾊﾔｼﾎｿﾞﾝｶｲ 初 子 い歌で始まり,笛ｄｚ・太鼓

ﾔ節は

道具購入費

20

江差餅つき囃子

羽幌町　加賀獅子保存会
北海道 ﾊﾎﾞﾛﾁｮｳ ｶｶﾞｼｼﾎｿﾞﾝｶｲ T11年石川県出身者が始めた加賀獅子。S28年中断,S49年保存会結成し

復活。羽幌神社夏祭に奉納。大きな角の獅子頭・棒振りは尾張獅子系。神
輿渡御に加賀獅子・奴踊・女神輿・子供神輿・ｵﾛﾛﾝ太鼓を従う

道具購入費

50

羽幌町加賀獅子舞

百目木　神楽会
青森県 ﾄﾞﾒｷ ｶｸﾞﾗｶｲ

道具購入費

45

百目木神楽

白糠婦人会
青森県 ｼ ﾌｼﾞﾝｶｲ

衣装購入費

50

七福神舞、大黒舞

宮出鹿踊保存会
岩手県 ﾐﾔﾃﾞｼｼｵﾄﾘﾞﾎｿﾞﾝｶｲ

郡内で数少ない,獅子が幕を広げて踊る「幕踊系」鹿踊。門付けも継承

道具購入費

50

宮手鹿踊

臼澤鹿子踊保存会
岩手県 ｳｽｻﾜｼｶｺｵﾄﾞﾘﾎｿﾞﾝｶｲ 寛永年間（(1624～43）創始の鹿踊。小槌神社秋祭に奉納。御旅所・門打

道具購入費臼澤獅子踊

真坂鹿踊保存会
宮城県 ﾏｻｶｼｼｵﾄﾞﾘﾎｿﾞﾝｶｲ

道具購入費一迫町鹿踊

金浦神楽保存会
秋田県 ｺﾉｳﾗｶｸﾞﾗﾎｿﾞﾝｶｲ 江戸末期創始の黒川神楽がS15年伝わった金浦神楽。金浦山神社春祭

に奉納。鉢巻・化粧まわし姿の小中高生が激しく動きながら手首を回し太
鼓を背面打ちするのが特徴。4演目継承

道具修繕費

60

金浦神楽

吹浦田楽保存会
山形県 ﾌｸﾗﾃﾞﾝｶﾞｸﾎｿﾞﾝｶｲ 鎌倉期創始の田楽舞。明治元年から社家が継承,戦後衰退,S42年保存会

結成し再興。鳥海山大物忌神社春祭に奉納。舞7曲継承。花笠舞は終り
に舞台から投げる花笠を観衆が激しく奪い合う

花笠製作費

20

吹浦田楽舞

松川神楽保存会
福島県 ﾏﾂｶﾜｶｸﾞﾗﾎｿﾞﾝｶｲ 江戸中期創始の「宇多郷の の一つ。S40年中断,S57年保存会結成し

道具購入費

30

松川神楽

−5−

450年以上前建立の更級新明大神社に奉納されてきた太々神楽。一時衰
退,昭和45年保存会結成し復活。更級神明大神社の春・秋・冬祭に奉納。
大人と子供の二人立ち女獅子。3舞継承。平成9年子供獅子教室を開始

江戸期創始の祭囃子。桜井神社秋祭に奉納。8年周期で神楽も奉納。囃
子5曲・神楽9舞継承。屋形に大小太鼓を取付,笛太鼓の演奏で集落内を
巡行。神楽奉納始めと終わりに花火を打上げ



地域 助成額
（万円)

申込団体または個人
活動の概要

助成目的

フリガナ

伝承行事･芸能･技術の名称

狭山まつり保存会
大阪府 ｻﾔﾏﾏﾂﾘﾎｿﾞﾝｶｲ 江戸後期創始の狭山だんじり祭。狭山神社秋祭に地車を曳き奉納

道具購入費

3300

松原神社太鼓保存会
兵庫県 ﾏﾂﾊﾞﾗｼﾞﾝｼﾞｬﾀｲｺﾎｿﾞﾝｶｲ 江戸後期創始の梵天太鼓台曳行。昭和28年中断,昭和58年保存会結成し

復活。松原神社秋祭に子供だんじりとともに奉納。四本柱型の裸太鼓台。
柱の先端は御幣（梵天）・笹で装飾。神前で「差し上げ」「返し」を行う

道具購入費

5500

旧浜田村秋季例大祭

平松獅子舞保存会
和歌山
県

ﾋﾗﾏﾂｼｼﾏｲﾎｿﾞﾝｶｲ 江戸期創始の古座獅子が明治初期に伝わった平松獅子舞。昭和50年代
に衰退,昭和55年保存会結成し復興。王子神社秋祭に奉納。9演目継承。
お宿出発・宮入の際、木遣り唄を歌うのが独特

道具購入費

4400

平松の獅子舞

三谷神楽社中
島根県 ﾐﾀﾆｶｸﾞﾗｼｬﾁｭｳ 明治初年創始の三谷神楽。当初の六調子の神楽（西流）に八調子革新神

楽（東流）を明治末期に導入。近隣神社の祭礼で披露。木彫りが主体の面
は東流の影響。昭和10年製の刺繍物衣装は豪華で稀少

道具修繕、新調費

7700

三谷神楽

呉市広小坪自治会
広島県 ｸﾚｼﾋﾛｺﾂﾎﾞｼﾞﾁｶｲ

道具購入費

6600

小坪神楽

むつみ神楽保存会
山口県 ﾑﾂﾐｶｸﾞﾗﾎｿﾞﾝｶｲ

道具購入費

5500

むつみ神楽舞

木ノ内獅子舞保存会
徳島県 ｷﾉｳﾁｼｼﾏｲﾎｿﾞﾝｶｲ

道具修理費

6600

木ノ内獅子舞

垂水神社奴組保存会
香川県 ﾀﾙﾐｼﾞﾝｼﾞｬﾔｯｺｸﾞﾐﾎｿﾞﾝｶｲ

道具購入費

6600

垂水神社の奴行列

古谷多伎獅子保存会
愛媛県 ｺﾔﾀｷｼｼﾎｿﾞﾝｶｲ 明治初期創始の継ぎ獅子。継ぎ獅子は子供を肩や頭の上に立たせ,子供

は太鼓に合わせて踊る。多伎神社の獅子舞は明治初期の春例祭奉納か
ら続く。今治・越智地域全体で20余連,獅子が神社を出て舞うのは唯一

衣装補修費

2244

継ぎ獅子と獅子舞

八代青年団
高知県 ﾔｼﾛｾｲﾈﾝﾀﾞﾝ 江戸期創始の農村歌舞伎。青年団が頭屋制で継承。戦時下も継続。大夫

・鳴物・衣装・着付・床山の費用は本氏子からの「踊り金」で賄う。八代八幡
宮秋祭に奉納。神楽殿の中の「八代の舞台」は国指定有形文化財

道具購入費（DVDを除く）

4400

八代青年奉納歌舞伎

呼子大綱引振興会
佐賀県 ﾖﾌﾞｺｵｵﾂﾅﾋｷｼﾝｺｳｶｲ 織豊期創始の綱引き行事。昭和56年振興会結成。「浜組」と「岡組」に分か

れ長さ200mの大綱を引き合う。5月の節句行事として始まり現在6月第1土・
日曜日に催行。北九州で多いお盆の綱引き行事とは時期が異なる

資材購入費

3300

呼子の大綱引き

森山本村郷土芸能保存会
長崎県 ﾓﾘﾔﾏﾎﾝﾑﾗｷｮｳﾄﾞｹﾞｲﾉｳﾎｿﾞﾝｶｲ

道具購入費白塔掛打
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地域 助成額
（万円)

申込団体または個人
活動の概要

助成目的

フリガナ

伝承行事･芸能･技術の名称

狭山まつり保存会
大阪府 ｻﾔﾏﾏﾂﾘﾎｿﾞﾝｶｲ 江戸後期創始の狭山だんじり祭。狭山神社秋祭に地車を曳き奉納

道具購入費

3300

狭山だんじり祭

松原神社太鼓保存会
兵庫県 ﾏﾂﾊﾞﾗｼﾞﾝｼﾞｬﾀｲｺﾎｿﾞﾝｶｲ 江戸後期創始の梵天太鼓台曳行。昭和28年中断,昭和58年保存会結成し

復活。松原神社秋祭に子供だんじりとともに奉納。四本柱型の裸太鼓台。
柱の先端は御幣（梵天）・笹で装飾。神前で「差し上げ」「返し」を行う

道具購入費

5500

旧浜田村秋季例大祭

平松獅子舞保存会
和歌山
県

ﾋﾗﾏﾂｼｼﾏｲﾎｿﾞﾝｶｲ 江戸期創始の古座獅子が明治初期に伝わった平松獅子舞。昭和50年代
に衰退,昭和55年保存会結成し復興。王子神社秋祭に奉納。9演目継承。
お宿出発・宮入の際、木遣り唄を歌うのが独特

道具購入費

4400

平松の獅子舞

三谷神楽社中
島根県 ﾐﾀﾆｶｸﾞﾗｼｬﾁｭｳ 明治初年創始の三谷神楽。当初の六調子の神楽（西流）に八調子革新神

楽（東流）を明治末期に導入。近隣神社の祭礼で披露。木彫りが主体の面
は東流の影響。昭和10年製の刺繍物衣装は豪華で稀少

道具修繕、新調費

7700

三谷神楽

呉市広小坪自治会
広島県 ｸﾚｼﾋﾛｺﾂﾎﾞｼﾞﾁｶｲ 江戸後期創始の神楽。小坪八幡神社秋祭に奉納。儀式舞5演目,形式舞

16演目を目継承。5台の太鼓と笛の演奏に飛び入り参加が可能。全ての演
目を2枚の筵の上で舞うという瀬戸内沿岸の神楽の古形を保持

道具購入費

6600

小坪神楽

むつみ神楽保存会
山口県 ﾑﾂﾐｶｸﾞﾗﾎｿﾞﾝｶｲ 明治37年,津和野畑迫から岩見神楽を習い受け,その 田市日

脚町から新たに学び創始。高佐八幡宮秋祭に と六調子
神楽の要素を併せ持つ。平成4年に子供教室,平成5年ｼﾙﾊﾞｰ神楽を開校

道具購入費

5500

むつみ神楽舞

木ノ内獅子舞保存会
徳島県 ｷﾉｳﾁｼｼﾏｲﾎｿﾞﾝｶｲ 江戸中期創始の木ノ内獅子舞。大正期に中断,昭和3年復活。野村八幡神

社秋祭に奉納。大太鼓・小太鼓・拍子木の囃子により2頭の暴れ獅子を鎮
める。学校や地域ｲﾍﾞﾝﾄにも出演。ｺﾛﾅ前の活動規模に回復

道具修理費

6600

木ノ内獅子舞

垂水神社奴組保存会
香川県 ﾀﾙﾐｼﾞﾝｼﾞｬﾔｯｺｸﾞﾐﾎｿﾞﾝｶｲ 天保年間（1830～43）創始の奴行列。垂水神社秋祭に神輿行列を先導。

鋏箱2台・鳥毛6本と2人1組で構成。祭り前日は隊列を組み伊勢音頭・甚
句を歌い妙技を見せ町内を巡行。10地区が輪番で奉納

道具購入費

6600

垂水神社の奴行列

古谷多伎獅子保存会
愛媛県 ｺﾔﾀｷｼｼﾎｿﾞﾝｶｲ 明治初期創始の継ぎ獅子。継ぎ獅子は子供を肩や頭の上に立たせ,子供

は太鼓に合わせて踊る。多伎神社の獅子舞は明治初期の春例祭奉納か
ら続く。今治・越智地域全体で20余連,獅子が神社を出て舞うのは唯一

衣装補修費

2244

継ぎ獅子と獅子舞

八代青年団
高知県 ﾔｼﾛｾｲﾈﾝﾀﾞﾝ 江戸期創始の農村歌舞伎。青年団が頭屋制で継承。戦時下も継続。大夫

・鳴物・衣装・着付・床山の費用は本氏子からの「踊り金」で賄う。八代八幡
宮秋祭に奉納。神楽殿の中の「八代の舞台」は国指定有形文化財

道具購入費（DVDを除く）

4400

八代青年保能歌舞伎

呼子大綱引振興会
佐賀県 ﾖﾌﾞｺｵｵﾂﾅﾋｷｼﾝｺｳｶｲ 織豊期創始の綱引き行事。昭和56年振興会結成。「浜組」と「岡組」に分か

れ長さ200mの大綱を引き合う。5月の節句行事として始まり現在6月第1土・
日曜日に催行。北九州で多いお盆の綱引き行事とは時期が異なる

資材購入費

3300

呼子の大綱引き

森山本村郷土芸能保存会
長崎県 ﾓﾘﾔﾏﾎﾝﾑﾗｷｮｳﾄﾞｹﾞｲﾉｳﾎｿﾞﾝｶｲ 文化年間(1804～17）創始の浮立と掛打。田植え後の祈祷祭等に奉納。笛

・鉦・小太鼓・大太鼓で演奏。8演目継承。掛打鬼面を付け腰鼓を首から吊
るし打つ掛打は平安起源ともされ,白塔地区のみで継承

道具購入費

2255

白塔掛打
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下賀老獅子保存会
北海道 ｼﾓｶﾞﾛｳｼｼﾎｿﾞﾝｶｲ T10年創始の獅子舞。戦時中2年間中断,S20年復活。平成に入り中断,R5

年20年振りに再開。目名八幡神社秋祭に奉納。派手な動きと時折観客を
笑いの渦に惹き込む獅子舞

道具購入費

40

江差餅つき囃子保存会
北海道 ｴｻｼﾓﾁﾂｷﾊﾔｼﾎｿﾞﾝｶｲ 初 子 い歌で始まり,笛ｄｚ・太鼓

ﾔ節は

道具購入費

20

江差餅つき囃子

羽幌町　加賀獅子保存会
北海道 ﾊﾎﾞﾛﾁｮｳ ｶｶﾞｼｼﾎｿﾞﾝｶｲ T11年石川県出身者が始めた加賀獅子。S28年中断,S49年保存会結成し

復活。羽幌神社夏祭に奉納。大きな角の獅子頭・棒振りは尾張獅子系。神
輿渡御に加賀獅子・奴踊・女神輿・子供神輿・ｵﾛﾛﾝ太鼓を従う

道具購入費

50

羽幌町加賀獅子舞

百目木　神楽会
青森県 ﾄﾞﾒｷ ｶｸﾞﾗｶｲ

道具購入費

45

百目木神楽

白糠婦人会
青森県 ｼ ﾌｼﾞﾝｶｲ

衣装購入費

50

七福神舞、大黒舞

宮出鹿踊保存会
岩手県 ﾐﾔﾃﾞｼｼｵﾄﾘﾞﾎｿﾞﾝｶｲ

郡内で数少ない,獅子が幕を広げて踊る「幕踊系」鹿踊。門付けも継承

道具購入費

50

宮手鹿踊

臼澤鹿子踊保存会
岩手県 ｳｽｻﾜｼｶｺｵﾄﾞﾘﾎｿﾞﾝｶｲ 寛永年間（(1624～43）創始の鹿踊。小槌神社秋祭に奉納。御旅所・門打

道具購入費臼澤獅子踊

真坂鹿踊保存会
宮城県 ﾏｻｶｼｼｵﾄﾞﾘﾎｿﾞﾝｶｲ

道具購入費一迫町鹿踊

金浦神楽保存会
秋田県 ｺﾉｳﾗｶｸﾞﾗﾎｿﾞﾝｶｲ 江戸末期創始の黒川神楽がS15年伝わった金浦神楽。金浦山神社春祭

に奉納。鉢巻・化粧まわし姿の小中高生が激しく動きながら手首を回し太
鼓を背面打ちするのが特徴。4演目継承

道具修繕費

60

金浦神楽

吹浦田楽保存会
山形県 ﾌｸﾗﾃﾞﾝｶﾞｸﾎｿﾞﾝｶｲ 鎌倉期創始の田楽舞。明治元年から社家が継承,戦後衰退,S42年保存会

結成し再興。鳥海山大物忌神社春祭に奉納。舞7曲継承。花笠舞は終り
に舞台から投げる花笠を観衆が激しく奪い合う

花笠製作費

20

吹浦田楽舞

松川神楽保存会
福島県 ﾏﾂｶﾜｶｸﾞﾗﾎｿﾞﾝｶｲ 江戸中期創始の「宇多郷の の一つ。S40年中断,S57年保存会結成し

道具購入費

30

松川神楽

−6−

狭山だんじり　（囃子）

江戸後期創始の神楽。小坪八幡神社秋祭に奉納。儀式舞5演目,形式舞
16演目を継承。5台の太鼓と笛の演奏に飛び入り参加が可能。全ての演目
を2枚の筵の上で舞うという瀬戸内沿岸の神楽の古形を保持

明治37年,津和野畑迫から石見神楽を習い受け,その後昭和5年,浜田市日
脚町から新たに学び創始。高佐八幡宮秋祭に奉納。八調子神楽と六調子
神楽の要素を併せ持つ。平成4年に子供教室,平成5年ｼﾙﾊﾞｰ神楽を開校

江戸中期創始の木ノ内獅子舞。大正期に中断,昭和3年復活。野村八幡神
社秋祭に奉納。大太鼓・小太鼓・拍子木の囃子により2頭の暴れ獅子を鎮
める。学校や地域ｲﾍﾞﾝﾄにも出演。ｺﾛﾅ前の活動規模に回復

天保年間（1830～44）創始の奴行列。垂水神社秋祭に神輿行列を先導。
挟箱2台・鳥毛6本と2人1組で構成。祭り前日は隊列を組み伊勢音頭・甚
句を歌い妙技を見せ町内を巡行。10地区が輪番で奉納

文化年間(1804～18）創始の浮立と掛打。田植え後の祈祷祭等に奉納。笛
・鉦・小太鼓・大太鼓で演奏。8演目継承。掛打鬼面を付け腰鼓を首から吊
るし打つ掛打は平安起源ともされ,白塔地区のみで継承2255 
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皿山人形浄瑠璃保存会
長崎県 ｻﾗﾔﾏﾆﾝｷﾞｮｳｼﾞｮｳﾙﾘﾎｿﾞﾝｶｲ 享保18年（1733）創始の人形浄瑠璃。戦時中衰退,昭和28年保存会結成

し復興。皿山郷大神宮夏祭に奉納。50体以上の人形・衣装を保有。時代
物の浄瑠璃等8演目継承。安政5年製作の役割手控を所蔵

衣装購入費

5500

皿山の人形浄瑠璃

岩本神楽保存会
熊本県 ｲﾜﾓﾄｶｸﾞﾗﾎｿﾞﾝｶｲ 明治4年村民の幸福と豊かな生活を祈願するため創始。発足100周年の昭

和46年,保存会結成。岩本菅原神社夏秋祭・弁利姫井乙姫神社夏秋祭・
天神祭に奉納。20～30代男性による神楽連が代々継承。全8座から構成

道具修理購入費

2266

岩本神楽

穂満坊あげ馬保存会
宮崎県 ﾎﾏﾝﾎﾞｳｱｹﾞｳﾏﾎｿﾞﾝｶｲ 文禄4年（1595）創始。朝鮮出兵の際の薩摩藩の神社奉納を伝える祭。4

年に1度,諏訪神社夏祭に子供・荷物を乗せた12人が舞う神楽「ひょうたん
さし」を奉納。馬方による歌は400年前の風習・文化が残る

道具購入費

5500

穂満坊あげ馬

伊作流鏑馬保存会
鹿児島
県

ｲｻﾞｸﾔﾌﾞｻﾒﾎｿﾞﾝｶｲ 天文7年（1538）創始の流鏑馬神事。宮下・宮内両家の世襲で継続,平成6
年保存会結成し継承。11月23日の浜下り神幸祭後に2頭の馬で挙行。県
内3箇所で継承,旧薩摩領内では当会が唯一

馬購入費

7700

伊作流鏑馬

大兼久婦人会
沖縄県 ｵｵｶﾞﾈｸﾌｼﾞﾝｶｲ 沖縄本島北部の盆の踊りの一つ。「大兼久の七月ｴﾝｻｰ」は2年に1度,豊

年祭の先陣を切り舞う。女性が鼓に合わせ右手指に小布を挟み輪になり
歌い踊る。ｱﾌﾞｼﾊﾞﾚｰのﾊｰﾚｰ競漕・門嘉例でも踊る

道具衣装購入費

5500

大兼久の七月エンサー
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下賀老獅子保存会
北海道 ｼﾓｶﾞﾛｳｼｼﾎｿﾞﾝｶｲ T10年創始の獅子舞。戦時中2年間中断,S20年復活。平成に入り中断,R5

年20年振りに再開。目名八幡神社秋祭に奉納。派手な動きと時折観客を
笑いの渦に惹き込む獅子舞

道具購入費

40

江差餅つき囃子保存会
北海道 ｴｻｼﾓﾁﾂｷﾊﾔｼﾎｿﾞﾝｶｲ 初 子 い歌で始まり,笛ｄｚ・太鼓

ﾔ節は

道具購入費

20

江差餅つき囃子

羽幌町　加賀獅子保存会
北海道 ﾊﾎﾞﾛﾁｮｳ ｶｶﾞｼｼﾎｿﾞﾝｶｲ T11年石川県出身者が始めた加賀獅子。S28年中断,S49年保存会結成し

復活。羽幌神社夏祭に奉納。大きな角の獅子頭・棒振りは尾張獅子系。神
輿渡御に加賀獅子・奴踊・女神輿・子供神輿・ｵﾛﾛﾝ太鼓を従う

道具購入費

50

羽幌町加賀獅子舞

百目木　神楽会
青森県 ﾄﾞﾒｷ ｶｸﾞﾗｶｲ

道具購入費

45

百目木神楽

白糠婦人会
青森県 ｼ ﾌｼﾞﾝｶｲ

衣装購入費

50

七福神舞、大黒舞

宮出鹿踊保存会
岩手県 ﾐﾔﾃﾞｼｼｵﾄﾘﾞﾎｿﾞﾝｶｲ

郡内で数少ない,獅子が幕を広げて踊る「幕踊系」鹿踊。門付けも継承

道具購入費

50

宮手鹿踊

臼澤鹿子踊保存会
岩手県 ｳｽｻﾜｼｶｺｵﾄﾞﾘﾎｿﾞﾝｶｲ 寛永年間（(1624～43）創始の鹿踊。小槌神社秋祭に奉納。御旅所・門打

道具購入費臼澤獅子踊

真坂鹿踊保存会
宮城県 ﾏｻｶｼｼｵﾄﾞﾘﾎｿﾞﾝｶｲ

道具購入費一迫町鹿踊

金浦神楽保存会
秋田県 ｺﾉｳﾗｶｸﾞﾗﾎｿﾞﾝｶｲ 江戸末期創始の黒川神楽がS15年伝わった金浦神楽。金浦山神社春祭

に奉納。鉢巻・化粧まわし姿の小中高生が激しく動きながら手首を回し太
鼓を背面打ちするのが特徴。4演目継承

道具修繕費

60

金浦神楽

吹浦田楽保存会
山形県 ﾌｸﾗﾃﾞﾝｶﾞｸﾎｿﾞﾝｶｲ 鎌倉期創始の田楽舞。明治元年から社家が継承,戦後衰退,S42年保存会

結成し再興。鳥海山大物忌神社春祭に奉納。舞7曲継承。花笠舞は終り
に舞台から投げる花笠を観衆が激しく奪い合う

花笠製作費

20

吹浦田楽舞

松川神楽保存会
福島県 ﾏﾂｶﾜｶｸﾞﾗﾎｿﾞﾝｶｲ 江戸中期創始の「宇多郷の の一つ。S40年中断,S57年保存会結成し

道具購入費

30

松川神楽
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22．．民民俗俗技技術術のの部部  ((伝伝統統的的製製作作技技術術･･衣衣食食住住にに関関わわるる生生活活技技術術・・伝伝統統工工芸芸をを含含むむ））  ５件 １６５万円

地域 助成額
（万円)

フリガナ 活動の概要

助成目的
申込団体または個人

民俗文化財の名称

しろいしプロジェクト宮城県

ｼﾛｲｼﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ

記録誌制作費

4400

白石紙布製作技術

小野路のめかい　篠・竹
細工伝統技能保存会

東京都

ｵﾉｼﾞﾉﾒｶｲ ｼﾉ･ﾀｹｻﾞｲｸﾃﾞﾝﾄｳｷﾞ 江戸後期創始の「めかい籠」製作技術。大正～昭和初期に盛行。高度成
長期に衰退。平成28年当会を設立し継承。篠竹を六つ目編みした籠。多
少の破損は補修により継続使用が可能

道具購入費（音響設備を除く）

3300

めかい籠製作技術

小屋名しょうけ保存会岐阜県

ｺﾔﾅｼｮｳｹﾎｿﾞﾝｶｲ 江戸後期創始のざる製作技術。野菜の水切り・米上げに使用。ｽｽﾞﾀｹ・ﾏﾀ
ﾀﾋﾞ・ﾂﾀｳﾙｼを鎌・鉈を加工した専用の道具を使用。底と胴が一体の浅い
楕円形。極めて精巧で長持ちし美しい網目が特徴

材料購入費

4400

小屋名しょうけ

かみや民藝店兵庫県

ｶﾐﾔﾐﾝｹﾞｲﾃﾝ 享保年間（1716～36）創始の麦わら細工技術。湯治客用土産として開発。
大正14年震災で衰退,昭和5年麦稈組合結成し復興。模様張り・小筋張り
技法によりきめ細やかで美しい装飾を施す。染料は地元産

作業台購入費

3300

城崎麦わら細工

伊﨑田和紙保存会鹿児島
県

ｲｻｷﾀﾞﾜｼﾎｿﾞﾝｶｲ 明治23年,薩摩半島から伝わった和紙製作技術。昭和初期,障子紙用とし
て定着。昭和45年途絶。昭和61年,子供会活動の一環として復活。校内で
原料栽培から紙漉きまで学習。小6・中3の卒業証書は生徒の自作

道具購入費

2255

伊﨑田和紙製作技術

88

2．民俗技術の部 (伝統的製作技術･衣食住に関わる生活技術・伝統工芸を含む） ５件 １６５万円

地域 助成額
（万円)

フリガナ 活動の概要

助成目的
申込団体または個人

民俗文化財の名称

しろいしプロジェクト宮城県

ｼﾛｲｼﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ
活,H2年和紙製造を白石和紙蔵富人,紙子製造を佐藤工房が継続。白石
紙布は夏衣として東大寺修二会で練行衆がS48年以来着用

記録誌制作費

40

白石神布製作技術

小野路のめかい 篠・竹
細工伝統技能保存会

東京都

ｵﾉｼﾞﾉﾒｶｲ ｼﾉ･ﾀｹｻﾞｲｸﾃﾞﾝﾄｳｷﾞ 江戸後期創始の「めかい籠」製作技術。大正～昭和初期に盛行。高度成
長期に衰退。H28年当会を設立し継承。篠竹を六つ目編みした籠。多少
の破損は補修により継続使用が可能

道具購入費

30

めかい籠製作技術

小屋名しょうけ保存会岐阜県

ｺﾔﾅｼｮｳｹﾎｿﾞﾝｶｲ 江戸後期創始のざる製作技術。野菜の水切り・米上げに使用。ｽｽﾞﾀｹ・ﾏﾀ
ﾀﾋﾞ・ﾂﾀｳﾙｼを鎌・鉈を加工した専用の道具を使用。底と胴が一体の浅い
楕円形。極めて精巧で長持ちし美しい網目が特徴

材料購入費

40

小屋名しょうけ

かみや民藝店兵庫県

ｶﾐﾔﾐﾝｹﾞｲﾃﾝ 享保年間（1716～35）創始の麦わら細工技術。湯治客用土産として開発。
T14年震災で衰退,S5年麦稈組合結成し復興。模様張り・小筋張り技法に
よりきめ細やかで美しい装飾を施す。染料は地元産

作業台購入費

30

城崎麦わら細工

伊﨑田和紙保存会鹿児島
県

ｲｻｷﾀﾞﾜｼﾎｿﾞﾝｶｲ M23年,薩摩半島から伝わった和紙製作技術。昭和初期,障子紙用として
定着。S45年途絶。S61年,子供会活動の一環として復活。校内で原料栽培
から紙漉きまで学習。小6・中3の卒業証書は生徒の自作

道具購入費

25

伊﨑田和紙製作技術

8
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江戸期創始の紙布織技術。昭和初期に衰退。昭和15年研究所を設立し
復活,平成4年和紙製造を白石和紙蔵富人,紙子製造を佐藤工房が継続。
白石紙布は東大寺修二会で練行衆が昭和48年以来着用
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【【ごご参参考考】】「「重重要要無無形形民民俗俗文文化化財財のの指指定定」」にに定定めめらられれたた助助成成先先  

 

令和７年１月に文部科学省(文化庁)が新たに重要無形民俗文化財に指定した４件の

うち下記の１件１団体が、当財団がこれまでに行なった助成先から該当いたしました。 

 

  保存継承に関わってこられた地元関係者のみなさまのお喜びはもちろんですが、当

財団にとりましても、今年も引き続き助成先から選ばれた事はたいへん嬉しいニュー

スです。 

  

【重要無形民俗文化財の指定】 

区分 決定年月 文化財名称 保存団体 地 域 助成年度 

国指定 令和 7 年 1 月 白鳥の拝殿踊 白鳥拝殿踊り保存会 岐阜県郡上郡白鳥町 平成 6 年 

 

   以 上 
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財財団団案案内内 

□□□□□□□□□□□  財財団団のの目目的的  □□□□□□□□□□□ 

明治安田クオリティオブライフ文化財団（理事長：関口憲一）は､音楽における人材

育成ならびに地域の伝統文化の保存維持、および後継者育成に対する助成などを行な

い、もって国民生活の質的向上ならびにわが国文化の発展に寄与することを目的とし

ています。 

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 

 

 

              【【財財団団のの概概要要】】  
 
  名  称  公益財団法人 明治安田クオリティオブライフ文化財団 

THE MEIJI YASUDA CULTURAL FOUNDATION    

設  立  平成３年（１９９１年）６月１０日 

主務官庁  内閣府 

基本財産  １４億６,４００万円（２０２４年３月末日現在） 

事業内容  ・音楽分野における若手芸術家の人材育成に対する助成 

・民俗芸能等地域の伝統文化の保存維持、後継者育成に対する助成 

・芸術文化活動に関する調査研究、出版物の刊行 

事業計画  ○クラシック音楽分野における若手音楽家の人材育成に対する助成 

・海外における音楽研修に対する助成 

・国内音楽学生に対する奨学援助 

○民俗芸能等地域の伝統文化の保存維持、後継者育成に対する助成 

・地域の民俗芸能（含、民俗行事、民俗音楽）の保存維持、後継者

育成のための助成 

・地域の民俗技術（含、伝統的製作技術、衣食住に関わる生活技

術、伝統工芸）の保存維持、後継者育成のための助成 

事業成果  これまでの累計助成状況（２０２５年３月現在） 

・音楽分野     ６１３件 １０億５,０４０万円 

・伝統文化分野 １，５１８件  ７億５,１４７万円 

主な出捐企業  明治安田生命保険相互会社 
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